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平成３０年第２回定例教育委員会 

 

 

                             平成３０年２月２３日（金）午後２時 

                                  江別市教育庁舎 大会議室 

出席者   教育長       月 田 健 二 

     委 員      支 部 英 孝 

委 員      橋 本 幸 子 

委 員       林   大 輔 

委 員      須 田 壽美江 

 

説明員  教育部長    渡 部 丈 司 

教育部次長   萬   直 樹 

学校教育支援室長 

伊 藤 忠 信 

総務課長    山 崎 正 樹 

学校教育課長  廣 田   修 

教育支援課長  松 井 正 行 

      給食センター長 鈴 木 知 幸 

対雁調理場長  鈴 木 正 春 

生涯学習課長  天 野 保 則 

スポーツ課長  三 浦   洋 

情報図書館長  山 岸   博 

郷土資料館長  櫛 田 智 幸 

郷土資料館主幹 兼 平 一 志 

記録員  総務課総務係長 嶋 中 健 一 

傍聴者  なし 

 

 
１ 報告事項 

（１）平成２９年度江別市青少年文化賞等の表彰について  

（２）平成２９年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰について 

（３）平成３０年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画について 

（４）江別市学校教育基本計画推進状況報告書（点検・評価結果）について 

（５）江別市社会教育総合計画（第８期）推進状況報告書（点検・評価結果）について 

（６）江別市スポーツ推進計画（第５期）推進状況報告書（点検・評価結果）について 

（７）江別市子どもの読書活動推進計画（第２期）推進状況報告書（点検・評価結果）について 

（８）江別市子どもの読書活動推進計画（第３期）策定懇話会の設置について 

（９）平成２９年度江別市一般会計補正予算の査定について        

 

２ その他 

○次回教育委員会予定案件について 

○平成３０年第３回定例教育委員会の日程について 
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三浦スポーツ

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開会） 

ただいまから、平成３０年第２回定例教育委員会を開会いたします。 

本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

会議に先立ち、本日の会議録署名人を支部委員にお願いいたします。 

また、報告事項（１）及び（２）については、関連がありますことから、一括説明、一

括質疑として進めてよろしいですか。 

（異議なし） 

そのように確認いたします。 

それでは、議事に入ります。 

１の報告事項（１）平成２９年度江別市青少年文化賞等の表彰について及び（２）平成

２９年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰について、以上２件を一括して報告を求めます。 

天野生涯学習課長お願いします。 

報告事項（１）平成２９年度江別市青少年文化賞等の表彰についてご報告いたします。 

今年度の表彰に関する事績の対象期間は、平成２９年１月１日から１２月３１日の１年

間としているほか、通算成績で対象となる場合は、３年前までとしております。 

年齢等の要件は、文化賞・文化奨励賞につきましては、小学生以上２４歳まで、教育委

員会賞の文化部門につきましては、小学生、中学生、高校生としております。 

昨年の１２月から今年１月１２日までの推薦受付期間を設け、広報えべつへの掲載によ

る周知のほか、各種団体、小中学校、高等学校、大学等に推薦依頼を行い、推薦のあった

候補者の事績内容等を確認しました。文化賞につきましては、全国規模の大会等で３位以

内に相当する成績を収めた候補者を、庁議において意見を伺った上で、市長決裁により最

終決定しております。 

また、文化奨励賞につきましては、全道規模の大会等で優勝、又はそれに相当する成績

を収めた候補者を、市長決裁により最終決定しております。さらに、教育委員会賞につき

ましては、全道規模の大会等で２位、３位の成績を収めた候補者を教育長決裁により最終

決定しております。 

今回の受賞者につきましては、１ページに文化賞の６個人２団体を、２ページに文化奨

励賞の５個人３団体を掲載しております。 

また、３ページに、教育委員会賞文化部門の３個人６団体を掲載しております。各賞及

びそれぞれの受賞者の氏名、事績等につきましては記載のとおりでありますので、ご参照

いただきたいと存じます。 

なお、年度別の受賞者数統計と候補者選考項目基準につきましては、４ページ、５ペー

ジに参考資料として添付しておりますのでご参照ください。 

私からは、以上です。 

引き続き、私から報告事項（２）平成２９年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰につい

てご報告いたします。 

事績の対象期間、推薦受付期間、各賞の基準や決定方法は、文化賞等と同様であります

が、年齢等の要件が文化賞等とは異なり、スポーツ賞及びスポーツ奨励賞は小学生以上か

ら大学生などを除く１９歳未満としており、また、教育委員会賞のスポーツ部門は、小学

生及び中学生としております。 

今回の受賞者につきましては、１ページにスポーツ賞の８個人１団体を、２ページから

４ページに掛けてスポーツ奨励賞の１７個人１６団体を掲載しております。また、５ペー

ジから６ページに掛けて、教育委員会賞スポーツ部門の１５個人１２団体を掲載しており

ます。各賞及びそれぞれの受賞者の氏名、事績等につきましては、記載のとおりでありま

すので、ご参照いただきたいと存じます。 

また、参考資料としまして、年度別の受賞者数統計を７ページに、候補者の選考基準を

８ページに、それぞれ添付しておりますので併せてご参照ください。 

なお、文化賞及びスポーツ賞等の贈呈式は、２月２４日土曜日の午後１時からえぽあホ

ールで行います。文化賞・スポーツ賞、文化奨励賞・スポーツ奨励賞につきましては市長

から、教育委員会賞につきましては、教育長からそれぞれ贈呈することとしております。 
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以上です。 

ただいま報告のありました、報告事項（１）及び（２）の２件について、質問等がござ

いましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

 次に、報告事項（３）平成３０年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画に

ついての報告を求めます。 

三浦スポーツ課長お願いします。 

報告事項（３）平成３０年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画について

ご報告いたします。 

資料の事業計画書をご覧ください。 

平成３０年度の事業計画につきましては、財団の理事会並びに評議員会の議決を経て、

市に提出されたものであります。 

第２７期事業計画の内容は、１ページから４ページに記載しております。 

初めに、資料の１ページの総括でありますが、財団は、市民皆スポーツを更に推進する

ため、各種スポーツ教室及びスポーツ大会等を開催するとともに、市民体育館を初めとす

る屋内体育施設の指定管理者として、市民サービスの向上に向けた管理運営を計画してい

るものであります。 

事業運営に当たりましては、これまでどおり利用者の利便性に配慮した弾力性のある運

営とサービスの提供を図りながら、施設の利用を促進するとともに、利用者に満足してい

ただけるよう努めていくこととしております。 

また、３ページの５施設の管理運営事業（１）のイに記載の江別市都市公園施設につき

ましても指定管理による管理運営を行うほか、（２）に記載した受託事業としましては、屋

外体育施設等の管理運営を行うこととしております。 

次に、４ページをご覧ください。 

自主事業の計画でありますが、集まれちびっこ元気祭り、夏休み短期体操教室、トレー

ニング室早朝開放月間など計１０事業を実施することとしております。 

次に、５ページをご覧ください。 

第２の平成３０年度収支予定表、１の予定収支予算書につきましては、収入の部では、

１の基本財産運用収入３，０００円は、基本財産３，０００万円の定期預金の利息であり

ます。 

次に、２の事業収入のうち補助事業収入３９４万４，０００円につきましては、スポー

ツ大会参加料、健康体力づくり受講料であります。また、受託事業収入１，４３８万３，

０００円につきましては、屋外体育施設管理運営等の受託に係る収入であります。  

次に、指定管理事業収入２億５，９５０万９，０００円につきましては、屋内体育施設

指定管理料、大麻集会所指定管理料、都市公園の屋外体育施設の指定管理料及びスポーツ

教室受講料のほか、屋内体育施設利用料金、大麻集会所利用料金、都市公園の屋外体育施

設の利用料金であります。 

 次に、自主事業収入１５万６，０００円につきましては、先ほど申し上げた自主事業の

うち、登山教室及び夏休み短期体操教室に係る参加料であります。 

３の補助金収入４，５１１万４，０００円は、スポーツ大会開催事業、健康体力づくり

指導相談事業、スポーツ指導者養成事業の実施に要する江別市からの補助金であります。 

４の雑収入４０２万９，０００円は、預金の受取利息及び自動販売機設置手数料等であ

ります。 

この結果、当期収入合計額は３億２，７１３万８，０００円となるものであります。 

次に、６ページをご覧ください。 

支出の部でありますが、１の補助事業費４，９０６万３，０００円のうち、スポーツ大

会開催に要する事業費が、１，１８１万１，０００円、健康体力づくり指導相談に要する

事業費が２８５万６，０００円、スポーツ指導者養成に要する事業費が１４万７，０００

円、これらの事業に要する人件費などの管理費が、３，４２４万９，０００円であります。 
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２の受託事業費１，３９０万４，０００円のうち、屋外体育施設管理運営受託事業費が

５５６万９，０００円、大麻出張所管理運営受託事業費が６４５万６，０００円、これら

の事業に要する人件費などの管理費が１８７万９，０００円であります。 

３の指定管理運営費２億６，２２１万９，０００円のうち、屋内体育施設の指定管理に

要する管理運営費が１億３，０３６万４，０００円、大麻集会所管理運営費が４８０万３，

０００円、都市公園の屋外体育施設の管理運営費が５７８万９，０００円、これらの指定

管理運営に要する人件費などの運営管理費が１億２，１２６万３，０００円であります。 

４の自主事業費は、事業に係る経費１９０万２，０００円であります。 

５の予備費に５万円を計上し、その結果、当期支出合計額は、３億２，７１３万８，０

００円となるものであります。 

７ページの予定正味財産増減計算書及び８ページの予定貸借対照表につきましては、そ

れぞれ記載のとおりでありますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上です。 

ただいま報告のありました、平成３０年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業

計画について、質問等がございましたらお受けします。 

 １ページと２ページのスポーツ教室なのですけれども、開催される場所が毎年同じよう

な印象があるのですが、今年はここの地区、次はこちらの地区などというように場所を変

えるほうが、スポーツに興味を持っている方が増えるのではないかと思います。 

例年、場所は大体決まったところで行っているのでしょうか。 

例年同じところで実施していますが、１ページの下から２行目に記載があるフラダンス

教室が青年センターでの開催になっておりますが、昨年は東野幌体育館で開催をしており、

利用人数を見ながら少しずつ変更しているところもあります。 

 この事業は１回しか申込みができないはずですよね。基本的には、最初の人が優先にな

るのではないかと思います。個人的な意見ですけれども、いろいろなところで開催したほ

うが幅が広がると思いますので、同じような人数や会場なのであれば場所を変えてみると

か、場所の設定は大変だと思いますが、ご検討いただけたらと思います。 

 ご意見を参考に、ご指摘の内容のような形を財団とも協議したいと思います。一つ補足

させていただきますと、教室については、年に３回行い、参加者が入りやすいような形で

財団の方でも取り組んでいるところです。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（４）江別市学校教育基本計画推進状況報告書（点検・評価結果）につ

いての報告を求めます。 

廣田学校教育課長お願いします。 

報告事項（４）江別市学校教育基本計画推進状況報告書（点検・評価結果）についてご

説明いたします。 

次期計画である第２期江別市学校教育基本計画の策定に当たりましては、現計画の進捗

状況等を点検・評価し、その結果を反映する必要があります。点検・評価した結果につい

てご報告いたします。  

資料１ページをご覧ください。 

評価は、計画期間の５か年のうち、平成２８年度までの数値の推移と目標値との比較等

を基に、５段階の点検・評価をしております。  

表の見方をご説明いたします。 

資料の中ほどの基本目標１の成果指標１－①を例に説明しますと、学校の授業が分かる

と答えた児童生徒の割合については、平成２４年度の現状値が８８．７％に対し、平成３

０年度の目標値は、上昇を表す右上がりの矢印となっています。成果指標では、現状値を

上回り、９０％を超える高い数値で推移していることから、表の右側の評価欄は達成を表

す５の評価となっているものであります。 

評価結果についてご説明いたします。 
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月田教育長 

 

須田委員 

 

 

廣田学校教育

課長 

 

 

 

須田委員 

月田教育長 

林委員 

 

 

 

松井教育支援

課長 

基本目標１の確かな学力を育成する教育の推進では、ただいまご説明しました成果指標

の１－①学校の授業が分かると答えた児童生徒の割合と成果指標の１－②職場体験を通し

て、自分の進路や将来の生き方を考えるきっかけとなった生徒の割合は、平成２４年度の

現状値を上回っていることから、表の右側の評価欄は、達成を表す５となりました。 

成果指標の 1－③通常学級に在籍し、学習や行動面で困難を示す児童生徒の個別の教育支

援計画を作成している学校の割合は、現状値を下回っていることから、評価欄は未達成を

表す２となりました。 

次に、２ページをご覧ください。 

基本目標２の豊かな心と健やかな体を育成する教育の推進では、成果指標の２－②スポ

ーツに親しんでいる児童生徒の割合は、現状値を上回っていることから、評価欄は達成を

表す５となりました。 

成果指標の２－①自分には、良いところがあると思う児童生徒の割合と２－③朝食を食

べて学校に通う児童生徒の割合は、現状値を僅かに下回っておりますので、評価は未達成

を表す２となりました。 

次に、基本目標３の良好な教育環境の整備では、成果指標の３－①市立小中学校におけ

る耐震化率は、市内小中学校の耐震化を全て完了し、耐震化率が１００％となったことか

ら、評価欄は達成を表す５となりました。 

次に、３ページをご覧ください。 

基本目標４の家庭や地域に開かれた学校づくりの推進では、成果指標の４－①学校、家

庭、地域が連携していると思う市民割合は、現状値を上回り、おおむね横ばいの状況で推

移しており、評価欄は、ある程度達成を表す４となりました。 

成果指標の４－②教職員の夏期・冬期セミナーの参加率は、現状値を下回っていますが

上昇傾向にあることから、評価欄は、未達成だが上昇傾向を表す３となりました。 

次期計画に向けての課題としましては、平成２９年３月に告示された新学習指導要領で

は、国は、社会に開かれた教育課程の実現に向け、主体的・対話的で深い学びの視点で授

業を進めることを重視し、言語能力、情報活用能力等や現代的な諸課題に対応して求めら

れる資質・能力の育成のほか、理数教育、道徳教育、外国語教育等を充実させることを基

本的な考え方として位置付けており、これらをどのように推進していくかが課題でありま

す。 

このことから、次期計画においては、現計画の基本理念を継承しつつ、教育を取り巻く

社会情勢の変化や将来的な課題を踏まえ、学校教育の更なる充実を図るために検討を進め

る必要があると考えております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市学校教育基本計画推進状況報告書（点検・評価結果）

について、質問等がございましたらお受けします。 

 評価が２になっているところが３か所ぐらいあるのですが、１－③の評価が２であるこ

とは、現状値が６４．２で平成２８年度で５０．０なので大体理解できるのですが、２－

①と２－③はおおむね横ばいなのに、評価は２になるものなのでしょうか。 

 資料１ページの上から２段目に評価欄についての記載がありまして、５つの評価がある

のですが、現状値に対して平成２８年度の数値がどうなのかという点で評価しています。 

 ２－①と２－③は、いずれも若干ではありますが、届いておらず未達成ということにな

ります。そういった場合は、上昇傾向なのか下降傾向なのかという形で言いますと、横ば

いで推移しているので２としています。 

 厳しいですね。分かりました。 

 ほかに質問等はございますか。 

 今、付いている評価の中で、一番割合が低いのが１－③でしょうか。個別の教育支援計

画を作成している学校の割合というような、６４％ぐらいから５０％になっているわけで

すが、なかなか、先生の人数なども含めて個別の教育支援計画を作成するのが難しいよう

な状況なのでしょうか。 

 作成率が低くなった要因としましては、教育支援計画を作成するには保護者の同意が必

要になるのですが、その同意が得られなかったということがあります。又は、保護者の同



6 

 

月田教育長 

 

林委員 

松井教育支援

課長 

月田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天野生涯学習

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月田教育長 

 

橋本委員 

意が得られた対象の生徒が卒業したということにより作成率が下がっているものです。 

 先生方は、作ろうと思えばすぐに作れるのですよね。その同意が得られないということ

です。 

 半数が同意しないというイメージでしょうか。 

 そのようになっております。 

 

 この件はよろしいですか。 

その他について補足しますと、３ページの教職員の夏期・冬期セミナーの参加率ですが、

夏休みの最初の方は、中体連の道大会などがありまして、江別市の場合は、そこに引率し

ていく先生が多いものですから、セミナーの方に来られないという事情もあって、このよ

うな状態になっています。また、冬期の場合は、学校で子供たちを集めて勉強会を開催す

るということもあって、なかなかセミナーに出られないような事情もあり、参加率が下が

っているところもあるのですが、出られる先生方は、みんな出てきていると思っています。 

 ほかに質問等はございませんか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（５）江別市社会教育総合計画（第８期）推進状況報告書（点検・評価

結果）についての報告を求めます。 

天野生涯学習課長お願いします。 

報告事項（５）江別市社会教育総合計画（第８期）推進状況報告書（点検・評価結果）

についてご説明いたします。 

次期計画である第９期江別市社会教育総合計画の策定に当たりましては、現計画の進捗

状況等を点検・評価し、その結果を反映する必要があります。先般、江別市社会教育委員

の会議におきまして、点検・評価した結果をご報告いたします。  

資料をご覧ください。 

 評価は、計画期間の５か年のうち、平成２８年度までの数値の推移と目標値との比較等

を基に、５段階の点検・評価をしております。表の見方については、先ほど報告した学校

教育基本計画状況報告書と同様であり、１ページ、家庭の教育力の向上の成果指標１－①

から、５ページ、４芸術活動（創作・鑑賞）の推進の成果指標４－①まで、全１８項目で

評価した結果を記載しております。 

このような点検評価を行った結果、基本目標毎の評価では、基本目標Ⅰ、地域全体で子

どもを守り育てる体制づくりでは、成果指標７項目中、達成を意味する５が５つ、ある程

度達成（上昇傾向）を表す４が２つとなっています。 

基本目標Ⅱ、生きがいを見出すことのできる生涯学習の推進では、成果指標６項目中、

４が２つ、未達成だが上昇傾向を表す３が２つ、未達成を表す２が２つとなっています。 

また、基本目標Ⅲ、地域で育まれた多様な郷土文化の再発見と創造では、成果指標５項

目中、５が１つ、３が３つ、２が１つとなっております。 

全体では、評価５が６項目で３３％と最も多く、次いで評価３が５項目で２８％、評価

４が４項目で２２％、評価２が３項目で１７％となっております。 

なお、次期計画に向けての課題としましては、国の生涯学習・社会教育分野で提起され

ている家庭・地域の教育力の向上・学校との連携・協働の推進や人生１００年時代の到来

への対応、障害者の生涯学習の推進や市の健康都市宣言を踏まえた生涯学習・社会教育の

推進施策などを、どのように計画に盛り込んでいくか、また、各種関連事業のより効果的

な市民周知が課題であります。 

今後は、次期計画の策定に向け、現計画期間における成果、課題、状況の変化等を検証

し、さらなる社会教育の充実が図られるよう、検討する必要があると考えております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市社会教育総合計画（第８期）推進状況報告書（点検・

評価結果）について、質問等がございましたらお受けします。 

 ２ページの４－②、青少年の健全育成のために学校・家庭・地域が連携して行っている
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取り組み事業数なのですが、最近、子ども１１０番の家って見ないなと個人的に感じてい

たのですが、８７件というのはどういう取り組みなのでしょうか。内容や内訳などを教え

ていただければと思います。 

 各学校における登下校時の交通安全指導ですとか、校区内の巡視等、ＰＴＡや自治会に

より実施されている事業数などを集計した結果、８７件となっています。 

 それでは、この件数は、学校が何かをやっていれば１件、ＰＴＡで何かをやっていれば

１件と数えるのでしょうか。 

 事業数ですので、委員のおっしゃったとおりです。 

 

 子ども１１０番の家というのは、今、どのぐらいあるのでしょうか。 

 子ども１１０番の家については、おおむね１，０００件の登録があります。  

 

 ほかに質問等はございませんか。 

 今の件に付随するのですが、子ども１１０番の家のカードと言うか表示板のようなもの

がありますね。あと、旗もあると思いましたが、旗はもうないのですか。 

 今は、看板のみです。 

 

 もし、看板が薄くなって見えなくなったら、学校に言えばいいのですか。教育委員会に

言えばいいのですか。 

 教育委員会にご連絡いただければ、すぐに発送します。 

 

 ほかに質問等はございませんか。 

４ページ、２－①の文化施設の利用した市民割合ですが、それぞれパーセンテージが出

ています。スポーツなどは毎週のように通うということもあって、利用者数が増えるとい

うこともあるのですが、文化施設ですと、年に１度などとなってしまって、２１．６％が

高いのか低いのか、基準と言うとおかしいですが、なかなか理解が難しいところがありま

す。例えば、他都市と比較したことはありますでしょうか。 

 他市において、このような数値を持っているかを把握していないため、比較はしており

ません。 

 文化施設には、例えば野幌公民館など公民館も含んでいるのでしたでしょうか。 

 市民アンケートで取っている指標ですが、文化施設を利用したかという設問にしていま

すので、答えた方の捉え方は一様には定められないところです。我々としては、文化施設

については、郷土資料館、市民文化ホール、セラミックアートセンター、ガラス工芸館な

どを想定した設問としています。 

 ほかに質問等はございませんか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（６）江別市スポーツ推進計画（第５期）推進状況報告書（点検・評価

結果）についての報告を求めます。 

三浦スポーツ課長お願いします。 

報告事項（６）江別市スポーツ推進計画（第５期）推進状況報告書（点検・評価結果）

についてご報告いたします。 

次期計画である第６期江別市スポーツ推進計画の策定に当たりましては、現計画の進捗

状況等を点検・評価し、その結果を反映する必要があります。先般、江別市スポーツ推進

審議会において、点検・評価した結果をご報告いたします。  

資料をご覧ください。 

評価は、計画期間の５か年のうち、平成２８年度までの数値の推移と目標値との比較等

を基に５段階の点検・評価をしており、表の見方については、先ほど報告した学校教育基

本計画状況報告書と同様であります。 

評価結果についてご説明いたします。 
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基本目標Ⅰ、生涯スポーツの推進のうち、成果指標１の週１回以上スポーツ活動に親し

む市民割合については、平成２４年度の現状値２３．６％に対し、平成２６年から平成２

８年の数値を記載しており、平成２８年には、４０．０％となり、現状値を上回り、上昇

傾向にあることから、表の右側の評価欄は、ある程度達成（上昇傾向）を表す４の評価と

なりました。 

次に、基本目標Ⅱ、地域スポーツ活動の推進のうち、成果指標２のスポーツ機会が充足

していると思う市民割合について、平成２４年度の現状値７６．５％に対し、平成２６年

６１．３％、平成２７年５７．６％と下降しておりましたが、平成２８年には、６１．６％

になり上昇傾向になっていることから、評価欄は、未達成だが上昇傾向を表す３の評価と

なりました。 

次のページをお開き願います。 

基本目標Ⅲ、スポーツ環境の整備・充実のうち、成果指標３、スポーツ施設整備の満足

度について、平成２４年度の現状値７０．１％に対し、平成２６年５９．１％、平成２７

年５６．６％と下降しておりましたが、平成２８年には、６０．０％になり上昇傾向にな

っていることから、評価欄は、未達成だが上昇傾向を表す３の評価となっております。 

次期計画策定に向けての課題についてですが、国において、平成２９年に第２期スポー

ツ基本計画を策定し、スポーツをする、見る、支えるという観点から、スポーツ参画人口

を拡大することを目指すとされていることから、スポーツをするだけでなく、見る、支え

るといった部分を、どのように計画に盛り込んでいくかが課題であります。また、市内ス

ポーツ関係施設は、老朽化が進んでいることから、市内全体のスポーツ施設の在り方につ

いて協議し、公共スポーツ施設整備に関する計画策定の検討が課題となっております。  

これらのことを踏まえ、本市における健康都市宣言を背景とした市民の健康づくりとス

ポーツ活動の関連付けを含め、時代の変化に対応したスポーツ推進の展望と目標を提示す

る必要があると考えております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市スポーツ推進計画（第５期）推進状況報告書（点検・

評価結果）について、質問等がございましたらお受けします。 

 質問というよりも意見に近いのですが、成果指標１の週１回以上スポーツ活動に親しむ

市民割合が現状値から上昇しているのと反対に、成果指標２のスポーツ機会が充足してい

ると思う市民割合が下がっていたり、施設の満足度が下がっていたりということで、スポ

ーツをする人は増えているけれども、施設は老朽化しているということで、こういう数値

になっているのだろうなと思います。しかし、なかなかスポーツの施設を作るのもお金が

掛かりますし、新しい体育館を作るのも、すぐにはできないものと思うので、スポーツを

する方が増えるに伴って、お金の掛からないスポーツの機会を増やすことが必要と思いま

す。 

特にお年を召した方は、ウォーキングされている方が多いという認識です。例えば、四

季のみちのようなところに、５００メートルごとに距離表示をしてあげるとか、そういう

部分をちょっと工夫してあげるだけで、市の方もスポーツを推進しているという認識に市

民も変わって来るのではないかと思いますので、こういったことも含めてスポーツの機会

を増やすとか、コストをなるべく抑えながらも工夫をして、市民にそういう機会を与える

ような取り組みをご検討いただければと思います。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（７）江別市子どもの読書活動推進計画（第２期）推進状況報告書（点

検・評価結果）についての報告を求めます。 

山岸情報図書館長お願いします。 

報告事項（７）江別市子どもの読書活動推進計画（第２期）推進状況報告書（点検・評

価結果）について、ご説明いたします。 

次期計画である第３期江別市子どもの読書活動推進計画の策定に当たりましては、現計
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画の進捗状況等を点検・評価し、その結果を反映する必要があります。先般、江別市子ど

もの読書活動推進委員会において、点検・評価した結果をご報告いたします。  

資料をご覧ください。 

評価は、計画期間の５か年のうち、平成２８年度までの数値の推移と目標値との比較等

を基に、５段階の点検・評価をしております。 表の見方については、先ほどご報告いたし

ました江別市学校教育基本計画推進状況報告書と同様であります。以下、３ページの情報

図書館における普及・啓発の成果指標１までの８項目について、同様に評価内容を記載し

ております。 

基本目標ごとの評価でありますが、基本目標１の家庭、地域、学校を通じた子どもの読

書活動の推進では、成果指標２項目中、未達成の１が１つ、ある程度達成の４が１つとな

っています。 

基本目標２の子どもの読書活動を推進するための環境の整備では、成果指標５項目中、

達成の５が３つ、ある程度達成の４が１つ、未達成の２が１つとなっています。 

また、基本目標３の子どもの読書活動の普及・啓発では、成果指標１項目で、５が１つ

となっております。 

全体では、評価５が４項目（５０％）、評価４が２項目（２５％）、評価２及び評価１が

各１項目（１２．５％）となっております。 

最後に３ページの一番下になりますが、取り組み内容、成果指標の動向・次期に向けて

の課題についてでありますが、国においては、子供の読書活動の現状と課題等を踏まえ、

次期推進計画を策定中であり、国の有識者会議では、発達段階に応じて子供が読書習慣を

身に付けるための取り組みが重要であり、都道府県や市町村においては、このような方向

性を踏まえつつ、家庭、地域、学校等を通じた社会全体で取り組まれるよう推進計画等の

見直しや推進体制の整備など取り組みの方向性について議論が進められております。 

市の現計画の評価においては、家庭における読書活動の推進や学校等への支援について、

一部目標値を未達成であり、改善策を検討する必要があり、国の議論を踏まえて、市では

次期計画の策定に向けて、家庭、地域、学校等を通じた効果的な取り組みの推進に向けて

検討を進める必要があると考えております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市子どもの読書活動推進計画（第２期）推進状況報告

書（点検・評価結果）について、質問等がございましたらお受けします。 

 １ページの成果指標１に記載されている、青空子どもの広場での絵本の読み聞かせは、

どちらで行っているのでしょうか。 

 年度によって異なりますが、例えば平成２８年度は、萩ケ岡児童センターや大麻の麻の

実児童センター、セラミックアートセンターなどで開催しております。 

 青空と付いていますが、屋外で行っているわけではないのですね。 

 施設を使って行っている活動です。施設の外を使うか中を使うかについては、触れ合い

を求めた子供の情操に関わる部分ですが、既に終了している事業なものですから、細かい

ところまでは把握しておりません。申し訳ございません。 

 当事業は、参加者数の減少等を受けて、平成２８年度で終了しております。代わりまし

て、平成２９年度からは家庭教育事業ということで、就学児を対象とした事業に衣替えを

したところです。 

 廃止の経過ですが、健康福祉部子育て支援室において行っている未就学児に対する事業

が充実してきており、同じ対象に対して事業を行っていることで参加者が減っているので

はないかということで、未就学児を対象とした青空子どもの広場は、平成２８年度で終了

したものです。 

 ほかに質問等はございますか。 

 ２番目の地域における読書活動の推進の項目で、満１歳未満の子供に絵本をプレゼント

している主任児童委員の赤ちゃん訪問の事業のことと思いますが、私たち主任児童委員が

実際に絵本を持って行くとすごく喜ばれるのですが、９７％の残り３％は、渡せなかった

とか、拒否されたとか、そういうことなのでしょうか。 

 須田委員のご指摘のとおり、健康福祉部子育て支援室で行っている事業です。昨日もこ
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の計画策定に関わる庁内の検討委員会があり、担当者からも話を聞いていますが、今、委

員がおっしゃったように、訪問拒否などの事情により、なかなか１００％にならないとい

うことでした。 

 評価を４としておりますが、現状値に対しては、確かに１％下回っておりますが、目標

値が横ばいですので、私としても少し辛目の評価かなと思っています。いずれにしても、

目標値には届いていないということでこういう評価となったものです。 

 この事業は、これからも続ける予定ですか。 

 続ける予定です。 

 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（８）江別市子どもの読書活動推進計画（第３期）策定懇話会の設置に

ついての報告を求めます。 

山岸情報図書館長お願いします。 

報告事項（８）江別市子どもの読書活動推進計画（第３期）策定懇話会の設置について、

ご説明いたします。 

次期計画である第３期江別市子どもの読書活動推進計画の策定に当たりましては、これ

までの庁内会議である江別市子どもの読書活動推進委員会での検討に加えて、平成３０年

度においては、公募委員や関係者を含む新たな体制として、計画策定に係る懇話会を設置

し、次期計画の策定に向けた意見交換等を行うものであります。 

懇話会の概要については、資料をご覧ください。 

まず、懇話会の所掌事項でありますが、次期江別市子どもの読書活動推進計画の策定に

当たり、施策・事業等の具体的な取り組みについての意見交換等を行うものであります。 

懇話会の構成等でありますが、公募による市民が２名以内、学識経験者及び関係者が５

名以内の計７名以内で構成するものであります。 

構成員の任期でありますが、委嘱の日から平成３１年３月３１日までであります。 

懇話会の会長及び副会長でありますが、各１名を置き、構成員の互選により定めるもの

とし、会長は、会議の進行をつかさどり、副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき

又は会長が欠けたときは、その職務を代理するものであります。 

庶務につきましては、江別市教育委員会教育部情報図書館において行うものであります。

その他、懇話会の運営に関し必要な事項は、会長が懇話会に諮って定めるものであります。 

今後は、公募委員の募集及び関係団体の推薦等の手続きを行い、５月に第１回の懇話会

を開催する予定であります。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市子どもの読書活動推進計画（第３期）策定懇話会の

設置について、質問等がございましたらお受けします。 

聞き漏らしたかもしれませんが、平成３１年３月までに何回ぐらい開催するのですか。 

４回を予定しています。 

 

ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（９）平成２９年度江別市一般会計補正予算の査定についての報告を求

めます。 

山崎総務課長お願いします。 

第１回定例教育委員会におきまして、第１回市議会定例会に提出を予定しております一

般会計補正予算のうち、教育委員会所管分につきまして、財政部局の査定前の状態でご説

明申し上げましたが、過日、査定結果の通知を受けましたのでご報告いたします。 
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まず、１０款教育費、２項小学校費及び３項中学校費でありますが、総務課所管の小学

校施設管理経費及び中学校施設管理経費は、燃料費及び電気料金の単価上昇等による増額

分として要求したものですが、灯油代について、１月以降の単価上昇が考慮された結果、

要求額より小学校が３６万２，０００円多い２，４６２万円、中学校では、要求額より２

２万１，０００円多い１，４２６万１，０００円の査定となっております。 

続きまして、１０款５項保健体育費でありますが、給食センター所管の学校給食事業は、

要求額どおり５１８万７，０００円の査定となっております。 

次に、スポーツ課所管の体育施設整備更新事業（体育施設耐震化）は、要求額どおりの

１，５３９万２，０００円の減額査定となっております。 

最後に、同じくスポーツ課所管の青年センター改修整備事業（災害復旧）は、要求額ど

おりの２，１２９万８，０００円の増額です。 

以上、教育部に係る補正額は、合計で４，９９７万４，０００円の増額となります。 

なお、１月の定例教育委員会でご説明した、情報図書館所管の図書館運営管理事業に係

る燃料費の増額と図書館設備等更新事業に係る決算見込みに係る減額についても補正予算

要求をしましたが、財政部局の査定により、補正は行わないこととなりましたのでご報告

いたします。 

今後につきましては、２月下旬から開催される第１回市議会定例会で審議の上、承認さ

れることにより補正予算として確定します。 

以上です。 

ただいま報告のありました、平成２９年度江別市一般会計補正予算の査定について、質

問等がございましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

続いて、２のその他、次回教育委員会予定案件及び日程について、説明願います。 

山崎総務課長お願いします。 

次回の教育委員会の案件でございますが、報告事項として、平成３０年第１回江別市議

会定例会の一般質問について、平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

について、審議事項として、江別市立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について、

江別市少年育成委員の委嘱についてなどを予定しております。 

また、次回の定例教育委員会の日程でございますが、３月２９日木曜日午後２時３０分

からと考えておりますが、各委員のご都合等はいかがでしょうか。 

ただいまありましたように、次回の定例教育委員会は３月２９日木曜日午後２時３０分

からということで、皆様よろしいですか。 

（一同了承） 

以上をもちまして、第２回定例教育委員会を終了いたします。 

（閉会） 

                                   終了 午後３時０８分 

 

 

 

 

 署名人（教育長） 月田 健二 

 

 

 署 名 人    支部 英孝 


